
○○自主防災会
避難生活計画書
指定避難所　○○○小学校
その他の避難所１○○○○
その他の避難所２○○○○

その他の避難所３○○○○
平成２３年○月策定

１　計画策定自主防災組織の概要
（１）自主防災組織の構成（※人数は各自主防災会の世帯台帳より集計）
警戒宣言発令時

	避難対象地域

自主防災組織名
	構成人員（人）
	災害時要援護者

（人）（内数）
	屋外避難生活（人）
	縁故避難生活（人）

	○○自主防災会
	１００
	０
	９５
	５


地震発生後
	避難対象地域

自主防災組織名
	構成人員（人）
	災害時要援護者

（人）（内数）
	屋外避難生活（人）
	縁故避難生活（人）

	○○自主防災会
	１００
	０
	９５
	５


（２）自主防災会における避難場所
	種別
	場所

	一次避難場所
	○○公園

	
	○△公会堂前

	
	

	二次避難場所
	○■公園

	
	

	
	

	三次避難場所
	△■公会堂前

	
	

	
	

	指定避難所
	○○小学校

	その他の避難所１
	○○公園

	その他の避難所２
	○○公会堂

	その他の避難所３
	


（３）地区防災拠点

　　　

○○地区　　　　　　　　　　　　　　　　○○小学校
　　　　　防災拠点責任者　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　

　　　　　○○公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　

○○公会堂
（　　　　）
（２）　組織及び運営

組織　○○小学校避難所運営組織

　　    　  　　　　　　　　（              ）

　　　　　　　　　　　      （              ）

　　　　　　　　　　      　（              ）

組織　○○公園避難所運営組織

　　    　  　　　　　　　　（              ）

　　　　　　　　　　　      （              ）

　　　　　　　　　　      　（              ）

組織　○○公会堂避難所運営組織

　　    　  　　　　　　　　（              ）

　　　　　　　　　　　      （              ）

　　　　　　　　　　      　（              ）
市の避難所における運営本部

	本部長

（　　　　）
	副本部長

（　　　　）
	総務班

統括班長（　　　   　）
	運営本部会議の事務局

記録

地域との連携

ボランティア受け入れ・管理

その他

	
	
	被災者管理班

統括班長（　　　   　）
	名簿管理

問い合わせへの対応

取材への対応

郵便物・宅配便の取次ぎ

	
	
	情報班

統括班長（　　   　　）
	避難所外の情報収集

避難所外向け情報発信

避難所内向け情報発信

	
	副本部長

（　　　　）
	食料・物資班

統括班長（　　　   　）
	食料・物資の調達

食料・物資の受け入れ

食料の管理・配給

炊き出し

	
	
	施設管理班

統括班長（　　   　　）
	危険箇所対応

防犯・治安

	
	
	保健・衛生班

統括班長（　　   　　）
	衛生管理・ごみ・風呂・トイレ・掃除・ペット

医療・介護活動、災害時要援護者への対応

生活用水の管理


※自主防災会単位で代表者を選出し、避難者を中心とした自主組織を作成する。
２　避難生活の方法

（１）警戒宣言発令が発令されてから東海地震が発生するまでの期間
　　　・警戒宣言発令時は、原則屋外での避難生活となります。

（２）東海地震が発生し、その後概ね1ヶ月間
　　　・屋内生活（施設は、応急危険度判定士や建築家により応急危険度判定を実施後、使用するが、使用スペースについては、施設管理者と協議をして決定する。）
（３）運営の基本的事項

　　　
【警戒宣言発令が発令されてから東海地震が発生するまでの期間】　　　　

①運　　営　　運営本部に総務、被災者管理、情報、食料・物資、施設管理、保健・衛生の各総括班長をおき、避難生活を総括するものとする。
　　　　　　　　　　　各自主防災会は避難者台帳（資料１）を作成し、被災者管理総括
班長がこれをとりまとめる。

　　　　　　　　　　　避難所以外にいるものでも、物資・食料等供給の必要状況を各自
主防災会でとりまとめ、構成員全員の状況を把握する。
②生活空間　　生活空間の割り当ては自主防災会ごとに代表者を選出し、その代表者間で決定し、校舎は立ち入り禁止とする。
③生活時間



④情　　報　　市からの情報は、情報総括班長を通して、毎日朝夕食時の2回は定時連絡とし、その他必要な都度情報統括班長の判断により市の避難所担当者へ随時伝達する。
⑤マスコミ　　マスコミの対応は情報統括班長のみとし、許可なく立ち入りを禁止することとする。
⑥食事・水　　食事は個人においてそれぞれ非常持ち出しの食料で賄う。その際、火は使用しない。
不足する場合等は、共同炊き出しを行う。
水は体育館南側の水道を使用すること。
⑦ご　　み　  生ごみは、決められたごみ処分地に埋めること。

その他のごみは、分別したのちごみ処分地の指定した場所に集めておくこと。
⑧ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ　 お互いのプライバシーを保護する為、家族単位で区分けし、むやみに他人の場所へ立ち入らないこと。
【東海地震が発生し、その後概ね1ヶ月間】
①運　　営　　運営本部に総務、被災者管理、情報、食料・物資、施設管理、保健・衛生の各総括班長をおき、避難生活を総括するものとする。

　　　　　　　　　　　各自主防災会は避難者台帳（資料２）を作成し、被災者管理総括
班長がこれをとりまとめる。

　　　　　　　　　　　避難所以外にいるものでも、物資・食料等供給の必要状況を各自
主防災会でとりまとめ、構成員全員の状況を把握する。
②生活空間　　校舎及び体育館を利用することを原則とするが、応急危険度判定により市長が使用不可と判断した場合は、使用禁止とする。この場合,運営本部と市は協議の上、早急に使用施設を決定する。
③生活時間　　



④情　　報　　市からの情報は、情報総括班長を通して、毎日１４：００に連絡
する。
⑤マスコミ　　マスコミの対応は情報統括班長のみとし、許可なく立ち入りを禁止することとする。
⑥食事・水　　市からの配給物があるまでは、各自で対応すること。市からの配給物は、決められた時間に給水・給食を行うものとする。

市の指定避難所以外にいる者で届け出たものは、同じ時間に避難所において給水・給食を受けるものとする。
⑦ ご　　み　 生ごみは、指定の場所に埋めること。

　　　　　　　　　　　その他のごみは、分別したのちごみ処分地の指定した場所に集めておくこと。

⑧ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ　　お互いのプライバシーを保護する為、家族単位で区分けし、むや
みに他人の場所へ立ち入らないこと。

３　資機材等の状況
	資　機　材　等
	資　　機　　材　　名

	情報収集伝達
	

	避難者台帳
	整　備　済　　　　・　　　　未　整　備



	医療救護資材
	整　備　済　　　　・　　　　未　整　備



	災害時要援護者

資機材
	整　備　済　　　　・　　　　未　整　備


　担架・リヤカー・災害時要援護者用トイレ



	給　食　用
資機材
	炊き出し用資機材　　　　　○台

	使用予定燃料
	卓上コンロ　　　プロパン　　　まき等　　　その他

	（屋外避難用）

テント

シュラフ等
	テント　　　○張　　　　　　　収容可能人数　　　○○人

シュラフ　　○個　　　　　　　使用者数　　　　　○○人



	照　　明
	発動発電機　　○台　　　（能力　○ｋｗ）
投光器　　　　○台



	寝具（毛布）
	○○枚　　　　　　　その他（　　　　　）



	簡易トイレ
	　
　　○基　　　内災害時要援護者用　　　○基




４　避難生活上必要な主要の対応
（１）避難生活等の管理　

　　①屋外生活に必要な具体的対策

　　　

　　　　　テントを用意する

　　　　　給食等の準備
　　②使用禁止建物への具体的対策
　　　

　　　　警戒宣言発令から発災まで

・校舎は全面立入禁止とし、各出入口はロープにより閉鎖する。

発災後
・応急危険度判定により使用不可と判断した場合は、使用禁止とし、

各出入口はロープにより閉鎖する。
（２）医療救護対策

　　　　
　　①災害時要援護者対策

　　　　警戒宣言発令から発災まで
・介護は家族が行うものとし、介護者はあらかじめ保健衛生班に届け出ること。
・夜間の付き添いについては、保健・衛生統括班長の許可を得ること。

　　　　発災後

・原則として家族が介護する。

・家族による介護が不可能な場合、保健・衛生班が対応する。

・保健・衛生班による介護が困難な場合は、保健・衛生統括班長は市に支援等を要請する。
	社会福祉施設名
	電話番号
	備　　　考

	○○荘
	576－※※※※
	特別養護老人ホーム

	
	
	

	
	
	


　　
②負傷者への対策
　　　

　　　　・軽症者および中等症患者については救護所で対応する。

・重症患者については救護所の判断の判断により救護病院へ搬送する。

	医療救護施設
	医療施設名等
	電話番号

	救護所
	○○小学校
	576‐****

	救護病院
	○○病院
	576‐****


　　③緊急輸送に必要な具体的対策
　　　　　

　　　　・緊急時のために車両を○台用意し、救護総括班長が管理する。

（３）食料等調達対策
　　

　　①調達等の基本方針

・食料等の調達は、食料・物資統括班長が市の避難所開設職員を経由して市の
対策本部へ要請する。

　　　　・食料・物資統括班長は、市から要請があった場合は、業者へ取りに行く。

・救出・物資班は、調達用の車両を３台確保し、食料・物資統括班長はこれを
管理する。

　　　　・車両は、自主防災会で○台用意する。

	調達項目
	調達予定先
	電話番号
	主要調達品目

	食料
	○○　○○店
○○　○○支店

○○○○
	576-****

576-****

576-****
	米、みそ、しょうゆ、塩

粉ミルク

漬物、缶詰

	生活必需品
	○○とん店

○○衣料店

○○薬品

○○卸店
	576-****

576-****

576-****

576-****
	毛布

シャツ、下着類、タオル

せっけん、生理用品,紙おむつ、哺乳びん

なべ、やかん、バケツ、マッチ、洗剤、皿、はし

	燃料
	○○燃料
	576-****
	プロパンガス


　
　②輸送対策の基本方針

　

・医療救護,食料等の調達に伴う輸送は、市が原則として行うが、緊急時に車両
を３台用意し、市の要請があれば使用するものとする。

　　　　・車両は、自主防災会で○台用意する。

　　　　・車両は、総務統括班長が管理する。

（４）ボランティア対策の基本方針


・総務班は、ボランティア受入・管理を行う。

（５）その他必要事項
資料１
自主防災組織避難者台帳（警戒宣言発令時）

        　　　　　　　　　　　　　　　　○○自主防災会

	No
	屋外避難者名

世帯主
	世帯
人数
	災害時要
援護者数
	縁故避
難者数
	縁故避難先

	1
	湖西　太朗
	４
	
	
	

	2
	山田　次郎
	１
	
	
	

	3
	鈴木　達也
	７
	２
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	

	11
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	

	13
	
	
	
	
	

	14
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	

	合計
	
	①

６８

	１５
	②

１０
	①－②
　　屋外避難者数　５８人


資料２
自主防災組織避難者台帳（東海地震発生後）

        　　　　　　　　　　　　　　　　○○自主防災会
	No
	屋外避難者名

世帯主
	世帯

人数
	災害時要

援護者数
	縁故避

難者数
	縁故避難先

	1
	湖西　太朗
	４
	
	
	

	2
	山田　次郎
	１
	
	
	

	3
	鈴木　達也
	７
	２
	
	

	4
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	

	11
	
	
	
	
	

	12
	
	
	
	
	

	13
	
	
	
	
	

	14
	
	
	
	
	

	15
	
	
	
	
	

	合計
	
	①

９８


	２３
	②

１０
	①－②

　　屋外避難者数　　８８人


資　料

警戒宣言発令時の避難行動



　地域の危険性によって避難の方法が異なります。自分の地域がどのような避難行動をとるのか理解しておくことが大切です。

　情報の食い違いによる誤った避難行動は危険ですので、必ず正確な情報に基づいて行動して下さい。また、自力で避難することが困難な災害時要援護者について事前に把握しておき、自主防災組織の中で担当を決めておくなど、逃げ遅れの無いように皆で協力することが大事です。

　山・崖崩れ危険予想地域（大規模崩壊危険斜面、急傾斜地崩壊危険箇所、地滑り危険箇所、土石流危険区域）に住んでいる人は、警戒宣言が発令されたら、すべて避難しなければなりません。

（湖西市防災マップ参照）

　なお、注意情報が発表されますと、山崖崩れ危険予想地域に住んでいる災害時要援護者は、自主的に避難する場合があります。

あなたの家は…





資　料
〔資料１〕災害用伝言ダイヤル

　「１７１」をダイヤルし、利用ガイダンスに従って伝言の録音・再生を行ってください。

　伝言ダイヤルの提供開始や録音件数等、提供条件についてはＮＴＴで決定し、テレビ・ラジオ等でお知らせします。

	伝言の録音方法

①⑦①にダイヤルする

　　　↓　ガイダンスが流れます

録音の場合　①　を押します

　　　↓　ガイダンスが流れます

ご自分の電話番号を、市外局番から全てダイヤルします

　　　↓

伝言を録音します


	伝言の再生方法

①⑦①にダイヤルする

　　　↓　ガイダンスが流れます

再生の場合　②　を押します

　　　↓　ガイダンスが流れます

ご自分の電話番号を、市外局番から全てダイヤルします

　　　↓

録音された伝言を聞きます


作成例





22:00


就寝





18:00


夕食





17:00


清掃





12:00


昼食





6:30


起床





7:00


朝食





10:00


給水





14:00


物資配給


情報伝達清掃





22:00


就寝





18:00


夕食





12:00


昼食





6:30


起床





7:00


朝食





～





～





調査情報（臨時）


発表





（警戒宣言発令）


� eq \o\ad(予知情報発表,　　　　　　　　)�











発災





� eq \o\ad(注意情報発表,　　　　　　　　)�








� eq \o\ad(異常発見,　　　　　　　　)�





延焼火災の危険が


予想される地域だ





建物の耐震強度は


十分である





山・崖崩れ予想地域


にある





はい





いいえ





いいえ





はい





いいえ





はい





いつでも避難できる準備


非常持出品を準備し、戸締まりをするなど、いつでも避難できる準備をしておきましょう。





安全な場所に避難


避難場所など安全な場所に避難して下さい。





自宅で地震に備える


火の始末をしたり、棚の上から物を降ろしたり、窓ガラスにガムテープを貼るなど、身の安全を確保しましょう。
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